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※行の挿入・削除、セルの結合は絶対に行わないこと。 （単位：千円）

電話番号 第一次交付限度額

メールアドレス 第二次交付限度額

交付対象経費 第三次交付限度額（地方単独分） 482,997                         
1/23以降緊急事態措置等

に係る別途算定額

国庫補助事業費 第三次交付限度額（補助裏分） 55,361                           うち法定率事業分 19,403      

地方単独事業費
第三次交付限度額のうち

本省繰越希望額
（第三次地単分＋法定率事業分以内）

交付限度額計

Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

1,709,358 55,000 27,500 1,669,927 - 11,931 - 

1 単 103
小中学校コン
ピュータ整備
事業

―

①GIGAスクール構想に基づき整備されるタブレット等の情
報端末機器のシステム構築とソフトウェアを整備し、ソフト
ウェアの同時整備による教育環境の早期充実を図る
②③システム構築費用＝127,568千円・ソフトウェア費用＝
93,734千円　・収納用バック代＝4,416千円
合計＝225,718千円
④小学校15校 3,111人分・中学校10校 1,337人分
　 +予備＝合計4,500人分

－ － － － －

①-Ⅳ-３．リ
モート化等に
よるデジタル・
トランスフォー
メーションの

加速

⑨教育 R2.6 R3.4以降 225,718 225,718 - - 八女市積算根拠 Pdf参照
公立学校情報機器整
備費補助金
（文部科学省）

収納用バックの生産が
中国で行われており、
輸入期間の長期化に
よる影響のため

R2補正
（地）

2 ○ 単 106
やめっこ子育
て応援金給付
事業

―

①新型コロナウィルス感染症の影響を受けている子育て
世帯を支援
②③④
・R2.3.31時点で0歳から17歳の児童の養育者であって、基
準日（R2.5.31）に住民基本台帳に記録されている者＝
8,935人
・R2.4.1からR3.4.1までに出生し、住民基本台帳に記録され
た児童の養育者であって、児童の出生の日まで引き続き３
か月以上本市の住民基本台帳に記録されている者＝430
人
※児童一人当たり１万円の「やめっこ子育て応援金」を合
計9,365人へ支給

－ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人へ

の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.3 93,650 93,650 - - 八女市積算根拠 Pdf参照
R2補正
（地）

3 ○ 単
感染症予防
事業

①市の事業及び公共施設等における新型コロナウィルス
感染症の拡大防止対策として必要なマスク等を確保するも
の
②③マスク購入13.5万枚＝2,076,800円・消毒用エタノール
2,059ℓ＝2,440,386円・感染予防周知の広報誌印刷（7
回）、・ビニール手袋他（別紙一覧表）＝2,984,062円・チラ
シ印刷代＝1,134,320円
④庁舎・出先機関・避難所

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 8,635 8,635 
八女市積算根拠PDF参照
（ビニール手袋他購入明細）

R2補正
（地）

4 ○ 単
事業所応援
金交付事業

①新型コロナウイルス感染症の影響を受ける市内の事業
所の活動を支援し、地域経済の持続力の強化を図るため
②③がんばるバイ八女応援金
一事業所につき 100千円×市内3,900事業所＝390,000千
円
④・市内に事業所を有する法人事業者、個人事業者、新規
創業予定者
・売上高・資本金・従業員数等は問わない
・令和2年4月1日時点で営業許可を得ているもの
　（事業開始1年未満の新規創業者も対象）
・営業実態及び営業継続意思のある事業者に限る
・国、県、他の市町村からの類似給付金の受給を妨げない

－ ○ － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 390,000 390,000 
R2補正
（地）

総事業費 補助対
象事業

費

補助対
象外経

費

特定事業
者等支援

個人を対
象とした
給付金等

基金
経済対策と

の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃

支援

Ｎｏ

確
認
済
み
事
業

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

482,997                                                                                  

移替先 総務省 1,864,683                                                                               

合計

事業
始期

事業
終期

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分

担当者氏名 永利由美 1,642,427                                                     配分予定額計 1,381,686               

担当部局課名 財政課　財政係 27,500                                                         本省繰越予定額                  482,997

1,022,542                                                                               

都道府県・市町村コード（５桁） 40210 1,669,927                                                     第三次配分予定額
（本省繰越希望額を除く）

55,361                   

地方公共団体名 八女市 zaisei@city.yame.lg.jp 第二次配分額 1,022,542               

★★令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

都道府県名 福岡県 0943-23-1346 第一次配分額 303,783                 303,783                                                                                  
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

総事業費 補助対
象事業

費

補助対
象外経

費

特定事業
者等支援

個人を対
象とした
給付金等

基金
経済対策と

の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃

支援

Ｎｏ

確
認
済
み
事
業

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

事業
始期

事業
終期

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分

5 ○ 単
農林漁業応
援金交付事
業

①新型コロナウイルス感染症の影響を受ける市内の農林
漁業の活動を支援し、地域農林漁業の持続力の強化を図
るため
②③
一世帯につき 100千円がんばるバイ八女農林漁業応援金
・（農業分）100千円×2,170戸＝217,000千円
・（林業分）100千円×85戸＝8,500千円
・（漁業）100千円×5戸＝500千円
④
・令和２年４月１日以前から市内に住所を有する農林漁業
従事者で、今後も農林漁業従事者として継続する意思が
あること
・農業、林業又は漁業により得られた収入で、おおむね年
間の主たる生計を立てていると認められること
・国、県、他の市町村からの類似給付金の受給を妨げない

－ ○ － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.3 226,000 226,000 
R2補正
（地）

6 単
プレミアム商
品券助成事
業

①新型コロナウイルス感染症対策に伴う緊急経済対策とし
て、商工会議所及び商工会が発行するプレミアム商品券
のプレミアム率を当初予算時の10％から20％へと増やし経
済の活性化を図る
②③④
※プレミアム率　20％　　※発行総額 660,000千円
（販売額 550,000千円・プレミアム総額 110,000千円）
※・プレミアム総額 110,000千円の持ち分内訳
　　・県が販売額10％負担 55,000千円
　　・事業主が販売額+プレミアム総額の1％負担
　 　　6,600千円
　　・残をそれぞれ負担
　　　商工会議所負担 1,790千円
　　　商工会負担 1,025千円
　　　市負担 45,585千円→交付金対象額

－ － － － －
①-Ⅲ-２．地
域経済の活

性化

⑲商品券・旅
行券

R2.6 R3.3 45,585 45,585 
R2補正
（地）

7 単
福岡県緊急
短期雇用創
出事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、働く場を失っ
た方に対し、緊急に短期の雇用を創出する
②③採用予定者50人の人件費の1/2（県交付金＝1/2）
・会計年度任用職員日額報酬　 6,477円×20日×3か月×
50人＝19,431千円
・共済費＝3,246千円
・通勤手当日額　395円×20日×3か月×50人＝1,185千
円
・八女市会計年度任用職員として雇用する（直接雇用）
・事業実施期間（６月１日～３月３１日）のうち、対象者一人
あたりの雇用期間は概ね３か月
④・新型コロナウイルス感染症の影響による解雇や勤務日
の減少（勤務シフトの削減等）により、就業機会が減少した
アルバイトに従事していた者（学生、留学生含む）やパート
タイム労働者等
・同影響により離職を余儀なくされた正規雇用労働者や就
業機会が減少した個人事業主等
・3月支払分まで（2月勤務実績まで）が対象

－ － － － －
①-Ⅱ-１．雇

用の維持
㉑いずれも該

当しない
R2.5 R3.3 23,862 11,931 11,931 

R2補正
（地）

8 ○ 単 24

交通事業者
新型コロナウ
イルス感染症
拡大防止対
策支援事業

①市内の交通事業者の車両における感染症拡大防止策
を支援し、市民や観光客が安心して交通機関を利用できる
環境を整え、地域経済の活性化に資するため
②がんばるバイ八女交通事業者支援金
③市内交通事業者に対する支援金＝8,500千円（上限
1,000千円）
※乗車定員11人乗り以上＝80千円
※乗車定員6人以上11人未満＝60千円
※乗車定員6人未満＝30千円
対象＝12事業者
　・限度額支給対象者 1,000千円×6事業者＝6,000千円
　・限度額未満 6事業者＝1,950千円
　　　上記6事業者内訳（150千円・390千円・60千円・720千
円・　540千円・90千円）
　・台数変更による予備分＝550千円
④・道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第３条第１号に
該当する国県補助を受ける路線バス以外の車両
・国、県、八女市および他市町村等からの類似の給付金受
給を妨げない。
・がんばるバイ八女応援金（八女市新型コロナウイルス感
染症対策事業所応援金） の交付を受けた者も受給可

－ ○ － － －

Ⅲ-１．観光・
運輸業、飲食
業、イベント・
エンターテイ
ンメント事業

等に対する支
援

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 8,500 8,500 
R2補正
（地）

9 ○ 単

障がい者
（児）施設等
新型コロナウ
イルス感染症
拡大防止対
策支援事業

①市内の障がい福祉サービス事業所において、新型コロ
ナウイルス感染症の予防と感染拡大防止対策に取り組む
事業者に対する支援
②③障がい者（児）入所施設・障がい福祉サービス事業所
125施設に対する支援金
・入所施設 50床以上＝300千円×4施設＝1,200千円
・入所施設 50床未満＝200千円×1施設＝200千円
・その他の施設（居宅介護、短期入所等）＝100千円×120
施設＝12,000千円
④令和２年７月１日において福岡県の指定を受けている障
がい福祉サービス事業所

－ ○ － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 13,400 13,400 
R2補正
（地）
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

総事業費 補助対
象事業

費

補助対
象外経

費

特定事業
者等支援

個人を対
象とした
給付金等

基金
経済対策と

の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃

支援

Ｎｏ

確
認
済
み
事
業

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

事業
始期

事業
終期

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分

10 ○ 単

高齢者福祉
施設等新型コ
ロナウイルス
感染症拡大
防止対策支
援事業

①市内の介護サービス事業所等において、新型コロナウ
イルス感染症の予防と感染拡大防止対策に取り組む事業
者に対する支援
②③高齢者福祉施設等　157施設に対する支援金
・入所施設（特別養護老人ホーム等）  50床以上＝300千
円×13施設=3,900千円、50床未満＝200千円×31施設＝
6,200千円
・その他の施設（通所介護、訪問介護等）＝100千円×113
施設＝11,300千円
④令和２年７月１日現在運営を継続している市内に事業所
を有する介護保険事業所等の高齢者福祉施設

－ ○ － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 21,400 21,400 
R2補正
（地）

11 ○ 単

.医療機関新
型コロナウイ
ルス感染症拡
大防止対策
支援事業

①市内の医療機関等において、新型コロナウイルス感染
症の予防と感染拡大防止対策に取り組む事業者に対する
支援
②③の医療機関等　130事業所に対する支援金
・病院（200床以上） 1,000千円×3箇所=3,000千円
・病院（100床以上200床未満） 800千円×4箇所=3,200千
円
・病院（100床未満） 500千円×1箇所=500千円
・一般診療所 200千円×47箇所＝9,400千円
・歯科診療所 100千円×38箇所＝3,800千円
・薬局 50千円×36箇所＝1,800千円
④令和２年７月１日現在運営を継続している市内に施設を
有する医療機関

－ ○ － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 21,700 21,700 
R2補正
（地）

12 ○ 単
ひとり親家庭
応援金給付
事業

①新型コロナウィルス感染症の影響を受けている低所得
者のひとり親家庭を支援
②③④
市内在住のひとり親家庭応援金　1世帯 30千円×745世
帯
・6月分児童扶養手当受給者
・公的年金受給者（年金受給により児童扶養手当を受けら
れない世帯〉
・家計急変者（新型コロナウイルスの影響で、児童扶養手
当対象の水準まで家計が急変した世帯）

－ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人へ

の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 22,350 22,350 
R2補正
（地）

13 ○ 単
50,
92

雇用調整助
成金等相談
事業

①新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金等の
相談及び申請書作成を支援する
②③雇用調整助成金、緊急雇用安定助成金の相談業務
委託料
・委託先＝八女商工会議所
・受付期間 ＝7/7～11/26　（毎週火・木曜日　週2回）
・受付時間＝10時～15時（5時間/日）
・内容＝社会保険労務士（2名）による無料個別相談
※報酬 6,000円×5時間×2名×40回＝2,400千円
※旅費 1,030円×往復×2名×40回＝165千円
※用紙代、コピー代＝104千円
※通信運搬費、広告料＝743千円
※会場使用料 5,600円×40回＝224千円
※消費税＝364千円
④八女市内の小規模事業者（従業員29名以下）、中小事
業主（商工会議所会員以外も対象）

－ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R2.11 4,000 4,000 
R2補正
（地）

14 ○ 単

新型コロナウ
イルス感染症
対策事業所
家賃支援金

①新型コロナウイルス感染症の影響により市内事業者の
売上が減少し、固定経費である家賃が大きな負担となって
いる現状を踏まえ、事業の継続を下支えする
②がんばるバイ八女事業所家賃支援金
③1事業所につき40千円×2,000事業所
④・八女市新型コロナウイルス感染症対策事業所応援金
（通称：がんばるバイ八女応援金）の受給者であること
・営業活動において使用する事業所・営業所及び店舗等を
賃借している事業者であること

－ － ○ － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 80,000 80,000 
R2補正
（地）

15 ○ 単 106
準要保護児
童生徒就学
援助事業

①準要保護児童生徒に対する、臨時休業及び夏季休業短
縮に伴う 就学援助
②③④
・臨時休業に伴う特別援助金の給付  （４・５月分給食費相
当）
・夏季休業短縮に伴う給食費援助  （８月分）
※小学校＝4,300円×440人×2月＝3,784千円
　　　　　　＝4,300円×455人×1月+1,880円＝1,958,380円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1,880円は、途中転入者分）
※中学校＝5,000円×245人×2月＝2,450千円（私学含
む）
　　　　　　＝5,000円×226人×1月＝1,130千円

－ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人へ

の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R2.12 9,322 9,322 
R2補正
（地）

16 ○ 単
市税等キャッ
シュレス化推
進事業

①市税等を納付する際の新型コロナウイルス感染防止の
ため、携帯キャッシュレスアプリによる収納環境の整備
②システム改修委託料　880千円
③④令和３年４月から携帯アプリ「ラインペイ」と「ペイペイ」
の2種類の収納を開始するにあたり、必要なシステム改修
経費 （軽自動車の車検用納税証明を発行するためのシス
テム改修のみが必要で、その他のシステム改修は口座振
替を実施しているため不要）

－ － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ

ンスフォー
メーションの

加速

③キャッシュレ
ス

R2.9 R3.3 880 880 
R2補正
（地）
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Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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予算区分

17 ○ 単
.行政情報分
析システム構
築事業

①住民情報や土地情報などを匿名化し、人口分析や経済
分析を迅速に簡単にできるＢＩツールを取り入れ、（個人情
報をなくし統計情報にする）職員のテレワークに対応できる
仕組みづくりと、一部の声や感覚による政策立案を減らし、
事実ベース＋データに基づいた政策を実行していくため
②行政情報分析システム導入業務委託料
③ビジネスインテリジェンスツール導入作業＝5,650千円、
ハードウェア＝350千円、消費税＝600千円
④基幹系システム

－ － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ

ンスフォー
メーションの

加速

⑧地域経済の
可視化

R2.9 R3.3 6,600 6,600 
R2補正
（地）

18 ○ 単

投票所におけ
る新型コロナ
ウイルス感染
症予防事業

①投票用紙交付箇所及び受付増設による密回避及び、開
票所の換気よる感染予防のための備品、消耗品を確保す
るもの（11月に市長選挙実施）
②③
・投票用紙自動交付機
　275千円×2台×31投票所×1.1＝18,755千円
・名簿受付パソコン（バーコード付）
　109,350円×31投票所×1.1＝3,728,835円
・使い捨て鉛筆　 2,684円×70箱×1.1＝206,668円
・使い捨て手袋
　　（M）1,050円×86箱×1.1＝99,330円
　　（M）1,155×23箱×1.1＝29,221円
　　（L）1,338円×12箱×1.1＝17,662円
・ペーパータオル　 115円×125箱×1.1＝15,812円
・除菌アルコール（18ℓ） 16,200円×30箱×1.08＝524,880
円
・アルコール詰替用品
　ロート110円×30個＝3,300円・ポンプ110円×7個＝770
円
　希釈容器500円×30本×1.1＝16,500円
・空気清浄機（プラズマラボ60ＭＧ）　150,000円×2台×1.1
＝330千円（開票所用）
④投票所＝31箇所・開票所＝1箇所

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保
①３密対策 R2.9 R2.11 23,727 23,727 

R2補正
（地）

19 ○ 単 36

新型コロナウ
イルス感染症
対策自主防
災組織活動
支援金事業

①自主防災組織が実施する事業活動における感染症対
策に対し支援金を交付
②③最大300千円×218団体に交付
＜使途＞  ・感染症対策用品の購入に係る経費  ・地域の
避難所資機材や備蓄品の購入、地域の避難所機能強化
に   係る経費  ・情報資機材、救護資機材、給食給水資機
材の購入に係る経費   ・その他感染症対策費
④自主防災組織 218団体

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 65,400 65,400 
R2補正
（地）

20 ○ 単 36

消防団活動
における新型
コロナウイル
ス感染症予防
事業

①消防団活動における感染症対策として衛生用品等を支
給
②③
・使い捨て不織布マスク　1,980円×240＝476千円
・手指消毒剤　1,100円×240本＝264千円
・非接触式体温計　6,578円×116本＝763千円
④消防団：6支団 　団員数：1,676人

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 1,503 1,503 
R2補正
（地）

21 ○ 単

新型コロナウ
イルス感染症
対策 保育所
等応援金事
業

①新型コロナウイルス感染症拡大予防対策を講じながら
保育等に携わっている従事者を支援するもの
②③④保育所等の規模に応じて応援金を交付
※保育所等から従事者（約700人）に応援金を支給
 ・保育所、幼稚園、認定こども園、小規模保育施設   １施
設あたり10万円＋１児童あたり5千円＝計11,200千円
・届出保育施設、企業主導型保育施設   一律10万円＝ 計
400千円
 ・学童保育所   一律10万円＝計2,900千円

－ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人へ

の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 14,500 14,500 
R2補正
（地）

22 ○ 単 106
妊産婦応援
金給付事業

①新型コロナウイルス感染症の影響を受け、不安を抱えて
いる妊産婦が安心して出産と子育てができるよう支援する
もの
②③妊産婦あたり　50千円×800人＝40,000千円の応援
金交付
・2回以上の妊娠又は多胎のため複数の母子健康手帳を
交付された者であっても支給は１回限り
④
・令和2年4月28日（前日4/27は特別定額給付金基準日）
から令和3年3月31日までの期間に母子手帳を保有してい
る妊婦（当該期間中に既に出産している方を含む）
・応援金の申請日において本市の住民基本台帳に記録さ
れている者。ただし、当該申請日において既に出産した者
にあっては、出産時においても本市の住民基本台帳に記
録されている者

－ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人へ

の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 40,000 40,000 
R2補正
（地）

23 補
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事
業）
①市立学校における新型コロナウイルス感染症対策や学
習保障の取組み等に対する支援として
②③衛生消耗品購入、通信運搬費、車借上料（修学旅行
等バス増台）、備品購入等
※児童生徒　300人以上＝3,000千円・300人未満＝2,000
千円
・3,000千円×5校＝15,000千円
・2,000千円×20校＝40,000千円
④小学校＝13校・中学校＝8校・義務教育学校（前期）＝2
校義務教育学校（後期）＝2校

－ － － － －

①-Ⅰ-２．検
査体制の強

化と感染の早
期発見

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 55,000 55,000 27,500 27,500 -         
R2補正
（国）
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24 単
福祉避難所
整備事業

①福祉避難所の改修により避難時の密回避のためスペー
スを確保するもの
②③④福祉避難所（多世代交流館）修繕費＝3,425千円
・屋根防水改修・西面、南面（第2会議室）、中庭（ドライエリ
ア）シーリング打替により、避難には使用できなかった部屋
と窓際までのスペースの確保を可能とする

－ － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

①３密対策 R2.9 R2.12 3,425 3,425 
R2予備費

（地）

25 単
母子生活支
援施設改修
事業

①母子生活支援施設の感染症対策として、現在の共同浴
場から各居室へのユニットバス設置へ変更するための施
設改修をし、居室内隔離のできる環境を整え、共同利用に
よる感染リスクの軽減を図る
②③④母子生活支援施設（ひまわり園）改修工事費
・実施設計＝9,592千円
・本体工事費＝142,488千円
・工事監理費＝3,729千円

－ － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R2.10 R3.4以降 155,809 155,809 

実施設計が当初計画
より遅れたことにより、
施設入居者の移転等
の調整に時間を要す
るため

R2補正
（地）

26 単
.図書館空調
換気設備改
修事業

①感染予防のための図書館の自然換気は、天気に左右さ
れ日差しや雨風による図書への影響もあるため、充分な
機械換気を行うための空調の改修と換気設備の設置をす
るもの
②③④図書館の本館と4分館の改修工事
・本館（空調、換気設備工事）＝27,320千円
・黒木分館（換気設備工事）＝2,292千円
・立花分館（換気設備工事）＝1,152千円
・上陽分館（換気設備工事）＝892千円
・矢部分館（換気設備工事）＝1,603千円

－ － － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.1 R3.3 33,259 33,259 
R2補正
（地）

27 単
図書館感染
予防事業

①図書館における感染症予防対策として、来館者検温感
知器や図書情報提示用タブレットを購入するもの
②③④
図書館本館と5分館
・体温検知システム サーマルタブレット（スタンド付き）
 200千円×6台×1.1＝1,320千円
・利用者向け情報開示用モバイルモニター
　24千円×7台×1.1=184千円

－ － － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.2 R3.3 1,504 1,504 
R2補正
（地）

28 単 12

指定管理施
設　における
感染予防対
策事業

①指定管理施設における感染症予防対策として、来場者
検温感知器を購入するもの
②③④
・体温検知システム サーマルタブレット（スタンド付き）
　21台購入＝5,406千円
　　　　　　観光施設 15施設
　内訳　　　234千円×17台×1.1＝4,376千円
　　　　　　その他施設　2施設
　　　　　　　234千円×4台×1.1＝1,030千円
・ハンディ型AIサーマルカメラ
　　188千円×1台×1.1＝207千円

－ － － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 5,613 5,613 
R2補正
（地）

29 単 36

避難所におけ
る感染症拡大
防止対策事
業
（追加配備）

①避難所における新型コロナウィルス感染症の拡大防止
対策として必要なマスク等を確保するもの
②避難所に配備するマスク、消毒液等
③新型コロナウイルス感染症対策による避難所拡充のた
めの資機材購入費＝37,208千円
※資機材内訳
・プラスチックダンボールベッド
13,300円×600セット×1.1＝8,778,000円
・エアベッド　3,200円×1,500個×1.1＝5,280,000円
・エアベッド用電動ポンプ
　1,500円×150個×1.1＝247,500円
・避難所用テント　10,900円×1,000張×1.1＝11,990,000円
・毛布　4,600円×500枚×1.1＝2,530,000円
・マット　7,000円×1,000枚×1.1＝7,700,000円
・非常用電話 　11,400円×25台×1.1＝313,500円
・三脚付きハロゲンライト
　17,000円×12台×1.1＝224,400円
・コードリール　22,000円×6個×1.1＝145,200円
※避難所用テレビアンテナ設置工事費
　 100千円×3箇所×1.1＝330千円
※テレビ未設置臨時避難所
　　34,800円×4箇所×1.1＝153千円
④指定避難所23箇所、臨時避難所23箇所（密回避のため
の増設分）

－ － － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.2 R3.4以降 37,691 37,691 
物品の種類によって納
期が3月程度かかるた
め

R2補正
（地）

30 単
情報発信構
築事業

①地上デジタルデータ放送を活用し、コロナ情報や災害時
避難情報などをリアルタイムに発信できる
②③地上デジタルデータ放送広報サービス構築業務委託
料　3,750千円×1.1＝4,125千円
④TVのある全家庭

－ － － － － －
①-Ⅰ-６．情
報発信の充

実
④行政IT化 R3.2 R3.3 4,125 4,125 

R2補正
（地）
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予算区分

31 単

高齢者福祉
施設等新型コ
ロナウイルス
感染症拡大
防止対策支
援事業
（追加交付）

①市内の介護サービス事業所等において、新型コロナウ
イルス感染症の予防と感染拡大防止対策に取り組む事業
者に対する支援（№14事業の追加交付）高齢者福祉施設
等に１月中にクラスター発生したため
②③高齢者福祉施設等　157施設に対する支援金
・入所施設（特別養護老人ホーム等）  50床以上＝300千
円×13施設=3,900千円、50床未満＝200千円×31施設＝
6,200千円
・その他の施設（通所介護、訪問介護等）＝100千円×113
施設＝11,300千円
④令和３年２月２４日現在運営を継続している市内に事業
所を有する介護保険事業所等の高齢者福祉施設

－ ○ － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.2 R3.4以降 21,400 21,400 
3月議会初日の議決後
各施設へ周知してから
の取り組みとなるため

R2補正
（地）

32 単

.医療機関新
型コロナウイ
ルス感染症拡
大防止対策
支援事業
（追加拡充交
付）

①市内の医療機関等において、新型コロナウイルス感染
症の予防と感染拡大防止対策に取り組む医療機関に対す
る支援（№15事業の追加交付）医療機関で１月中にクラス
ター発生したため、またコロナワクチン接種を行う医療機
関への支援金を加算し、医療従事者の宿泊支援金を交付
②③の医療機関等　130事業所に対する支援金
・病院（200床以上） 1,000千円×3箇所=3,000千円
・病院（100床以上200床未満） 800千円×4箇所=3,200千
円
・病院（100床未満） 500千円×1箇所=500千円
・一般診療所 200千円×47箇所＝9,400千円
・歯科診療所 100千円×38箇所＝3,800千円
・薬局 50千円×36箇所＝1,800千円
ワクチン接種協力金
・医療機関一律　100千円×56箇所＝5,600千円
・超低温冷凍庫を設置した住民接種実施医療機関へ加算
　500千円×3箇所＝1,500千円
医療従事者宿泊支援金（費用の1/2を支援）
・一泊 6,000千円×1/2×5人×180日＝2,700千円
④令和３年２月24日現在運営を継続している市内に施設
を有する医療機関

－ ○ － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.2 R3.4以降 31,500 31,500 
3月議会初日の議決後
各機関へ周知してから
の取り組みとなるため

R2補正
（地）

33 単

障がい者
（児）施設等
新型コロナウ
イルス感染症
拡大防止対
策支援事業
（追加交付）

①市内の障がい福祉サービス事業所において、新型コロ
ナウイルス感染症の予防と感染拡大防止対策に取り組む
事業者に対する支援（№13事業の追加交付）
②③障がい者（児）入所施設・障がい福祉サービス事業所
124施設に対する支援金
・入所施設 50床以上＝300千円×4施設＝1,200千円
・入所施設 50床未満＝200千円×1施設＝200千円
・その他の施設（居宅介護、短期入所等）＝100千円×119
施設＝11,900千円
④令和３年２月２４日現在において福岡県の指定を受けて
いる障がい福祉サービス事業所

－ ○ － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.2 R3.4以降 13,300 13,300 
3月議会初日の議決後
各機関へ周知してから
の取り組みとなるため

R2補正
（地）


